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クルーザー旅行の良いところ①

毎日が自宅からの外国旅行

観光バスでツアー 船内生活を楽しむ

・ 乗船して荷物を全てロッカーに入れると、室内温
度が保たれているアパートに入った気持ちになる

・ 部屋は我が家の積りで船内生活ができ、寝てい
るうちに希望の寄港地に到着する

・ 寄港地には何種類ものバス・ツアーが組まれてい
て、好みの観光スポットへ連れて行ってくれる

・ また、次の目的地まで終日航海を続けるクルージ
ングの日は、船内の娯楽施設で余暇を楽しむ

・ 外国の珍しい食事を毎日食べられるのはクルー
ザー旅行の醍醐味と言えよう

ゆっくりと旅行ができる

人生に余裕がある 一度に長期の旅行

・ 忙しかった現役時代の生活から離れ、これ
からは余生を楽しもうと考えている人には、ク
ルーザー旅行は最適である
・ 旅行のために2週間以上の時間を使えるこ
とが必要である

・ 沢山あるクルーザー旅行プランを検討して
旅費を計算するのも楽しみの一つ

・ 今まで海外旅行をしてこなかったから、一
度に多くの国に行き観光を楽しみたいと思う
人たちにクルーザーはお薦めである

ハンディーがある人も乗船可能

英語だめ 車椅子使用

・ 英語が喋れなくてもクルーザーでは大丈
夫である 日本人のスタッフが乗船している

・ 車椅子を使う人もバリアフリーの船内は
何処へでも行ける



クルーザー旅行の予約手続き②

旅行方法の選択

パックツアー 個人ツアー

旅行会社の選択

総合
旅行会社

クルーズ
専門旅行会社

・おまかせ旅行に参加するか？
・個人で旅行計画を立てるか？
・パックツアーに旅程追加をするか？

・航空機、ホテルの予約を追加
・寄港地のバスツアーを個人で予約
・生命保険の契約・

選択

検
討

内
容

検
討

内
容

代表的旅行会社予約行程の一例

旅行会社へ接触

旅行会社と仮契約

一時金の支払い

残額の支払い

必要書類を受取り

旅行に出発

１０～６か月前かそれ以上

６～３か月前

仮契約後１か月以内

出発日前２～３か月前後

出発日１ケ月～２週間前

契約取消

契約取消

契約取消

パスポート・データ等を提供

９０日前までは全額を返金

６０～３１日までは全料金の
５０％の違約金支払い

３０～１５日までは全料金の
７５％の違約金支払い

１４日～当日までは全料金の
全額の違約金支払い

決定後予約

総合旅行会社： パックツアーの本数が多い 年齢や旅行費に応じた
ツアーを組んだコーナーがあるのでほとんどの顧客に対応できる

クルーズ専門旅行社： クルーズ旅行を専門にしている旅行社である
から、船の情報に詳しい クルーズの個人旅行には向いている



クルーザーによる海外旅行の種類

出発 出発 出発 出発

国内で乗船

国内で下船

帰宅

海外で乗船

海外で下船

外洋航海

帰国

周遊航海

国内で乗船

海外で下船

外洋航海

帰国

海外で乗船

国内で下船

外洋航海

帰宅

① ④③②

③



ケース②ケース①

ケース④ケース③

クルーザーによる海外旅行の
一例



ラグジュアリー・クラスの一例
クィーンエリザベス号
船会社：キュナード・ライン社
総トン数： 90,901トン
初就航： 2010年
乗客定員: 2068名
乗組員数： 996名

プレミアム・クラスの一例
クラウン・プリンセス号
舟会社：プリンセス・ライン社
総トン数： 113,000トン
初就航： 2006年
改装： 2011年
乗客定員: 3070名
乗組員数： 1100名

カジュアル・クラスの一例
MSCファンタジア号
船会社： MSC社
総トン数： 137,936トン
初就航： 2008年
乗客定員: 3274名
乗組員数： 1370名

クルーザー選択の
ポイント

・総トン数が10万前後が主流
・小さいと悪天候時の揺れが大

・小さい船は客同士が大きい船
より親密になる

・新しい船か改装された船は船
内設備の不具合がない

・乗客定員に対する乗組員数
の割合が小さい方がサービス
が行き届く

・ラグジアリー船は服装を整え
る必要があるが、カジュアル船
はそれほどでない

クルーザーの種類

クルーザーの大きさ
・ 現在最大オーシャン・ライナー

には22万トンクラスあり

・ 帆船では3,700トン級が最大

④

カジュアル／プレミアム／ラグジュアリー

ラグジュアリー・クラス

プレミアム・クラス

カジュアル・クラス

・上級のサービスを提供
すると言われる客船

・大航海時代の雰囲気を
持つ
・年長者向きの雰囲気

・サービスがリゾ－トホテ
ル並みと言われる客船

・年齢的に幅広く受け入
れられる

・大衆層に向くと言われ
る客船

・船内で家族団欒の生
活する場合に良い



キャビンの選択⑤

値段の選択

船内の生活

景色の選択

部屋の面積

窓なし内側 固定窓海側 ベランダ付海側

内側キャビン 海側丸窓キャビン 海側ベランダ付キャビン 海側スィート・ルーム

キャビンの特徴と選択

・キャビンの種類の選択
はできるが、部屋番号
まで特定して申し込むこ
とはできない

・船会社が部屋番号は
決める

なるべく経済的に なるべく豪華に

小さな部屋で良い 適当の大きさが必要 大きな部屋が欲しい

部屋は寝るだけ 室内で楽しむ

外は全く見ない ある程度見る 景色を楽しむ

代表的
キャビンの

種類



ベランダ付海側キャビン
・視界が良い
・部屋は大きい（22～23 ㎡）
・ベッドは進行方向に配置
・バスルーム：シャワーのみ

窓付海側キャビン
・視界が遮られる
・部屋は小さい(20～21 ㎡）
・ベッドは直角方向の場合も
・バスルーム：シャワーのみ

窓なし内側キャビン
・視界は０
・部屋は小さい(19～20 ㎡)
・値段は安い
・バスルーム：シャワーのみ

共通の設備
・エアコン ・テレビ ・ロッカー ・化粧鏡 ・サイドテーブル ・バス・ローブ ・電話 ・100～120Vコンセント
・ランプ・トイレット・ペーパー ・シャンプー、石鹸 ・ ヘアードライヤー ・湯沸かし器 ・冷蔵庫 ・金庫
・毎朝、タオルは取り替え掃除をしてくれるが、チップはまとめてチャージされる

多くの乗客が選ぶキャビン

￥332,000～502,000MSC Magnifica
95,126トン 11日間

￥268,000～443,000

Queen Elizabeth
90,901トン 10日間

￥248,000￥298,000￥328,000

地中海クルーズ
同じ旅行会社が

示した
室別旅行費



室内の設備 ① ②

③ ④

⑤ ⑥

① ベランダ
屋外用机と椅子あり

② ベッド
シングル・ベッドを繋
いでるが、セパレイト
にできる

③ドレッサー
テレビや冷蔵庫が近
くにある

④クローゼット
ライフジャッケット、セ
セフティーボックスや
バスローブがある

⑤トイレットとシャワー
便器のエァーフラッシュ
は上蓋を締めること
シャワー室には１～２枚
下着の洗濯ロ－プあり

⑥バス・タブ
最近建造された大型
船は⑤のようにシャワー
のみが多い



チェックインの方法

乗客が持参する書類等

１．パスポート： 有効期限6か月以上
２．ビザ： 寄港地で上陸時のVisaは乗船

前に取得（旅行業者が業務代行）
又は乗船後に船内で取得

３．乗船Eチケット：旅行業者より日本出発約3週
間前頃に郵送される

４．クレジットカード：船内での物品購入、有料
サービスへの支払いのため

５．現金の持参：上陸時に必要な現地通貨への
換金を船内でする時はＵＳドル

チェックイン時の受付作業

１． パスポート：チェックイン時に保管される場合あ
り（寄港地ビザ取得手続きのため）

２． 顔写真の撮影：本人確認のため写真データは
船内コンピュータに保管される

３． ＩＤカードの発行：乗船Ｅチケット確認してクレジッ
トカードを登録するとＩＤカードが発行される

ＩＤカードの役割

１．乗船・下船時のパスポートとして本人確認カード
２．キャビン入口ドアの開閉用キー
３．船内の全ての購入品へ料金のチャージ
４．料金支払いが必要な設備の予約
５．ＩＤカードは下船時に持ち出せるが、悪用防止の

ため没収されることあり（船により異なる）

別送荷物の取り扱い

１．タグの取り付け：旅行業者よりＥチケットと
共に別送荷物へ取り付けるタグがわたされる

２．荷物のチェックイン：タグを付けた荷物は特定
窓口に渡すと、部屋の入口ドア近くへ運んで
くれる

３．下船時の荷物: 乗船時と反対にタグを付けて
入口ドア近くの廊下に置くとピアまで運んでく
れる

⑥



キ
ュ
ナ
ー
ド
社
発
行
Ｅ
チ
ケ
ッ
ト

プ
リ
ン
セ
ス
・ラ
イ
ン
社
使
用
の
タ
グ

・ Eチケットにはチェックインする
キャビン番号が書かれている

・ タグにはキャビン番号、氏名等
必要事項を記入の上、荷物に
取り付けてから荷物専用チェッ
クイン・カウンターへ持ち込む

チェックイン関係資料

チェックインの荷物



大
桟
橋
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
風
景

横浜港大桟橋での乗船手続き

神戸港第4突堤の乗船手続き
クィーンエリザベス号の

ゴールドＩＤカード

第
四
突
堤
の
風
景

ＩＤカードはリピーター
により色別され特典が
与えられる
キュナード社の場合

初参加：赤色カード
リーピーター・カード
1回目：シルバー
2回目：ゴールド
7回目：プラチナ

15回目：ダイヤモンド

チェックイン・カウンターでは
・パスポート

・クルーズＥチケット
・クレジットカードを

提出する

カウンターでは
・パスポートを提示、データを読み取る
（ビザ船内取得の場合は一時預かる）

・Ｅチケットは元データと照合
・クレジトカードのデータを読み取る

・専用カメラにて顔写真を撮影し
Ｅチケット元データやクレジットカード
データ等と共に入力したＩＤカード作成

乗客に渡す

ＩＤカードの役割
・ キャビンのドアキー
として使う

・ エクスカーション等
で寄港地での下船、
乗船時のセキュリ
ティーカードとして使う

・ 船内の物品購入と、
エクスカーションやイ
ベント等の予約でクレ
ジットカードの役割を
する

・ クルージング中の
全てのチャージはＩＤ
カードに記録されるが、
最終下船時に精算す
るか、最初に提示した
クレジットカードに付
替えて、国内で精算
するかを下船時に選
択すること

クルーザー乗船手続き



海外発着港

① London →Southampton

①

②

② Milan →Venice/Genoa

③ Rome → Civitavecchia

③

④

④ Copenhagen
⑤ Barcelona

⑥

⑦
⑧

⑨

⑤

⑩

⑪

⑥ New York      ⑧ Vancouver/Seattle
⑦ Boston          ⑨ Miami

→ Fort Lauderdale 

⑩ Singapore
⑪ Sydney



船尾
メイン

ダイニング

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

客 室

グランド
ロビー

船首シアター

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

サービス・エリア

サービス・エリア

客 室

客 室

・ グランドロビー付近が
船の中心部

シアターは船首にあるこ
とが多い

ダイニングルームは船尾
にあることが多い

自分の船室の
位置とその番
号は忘れない
ように

客船の基本的構造

チェックイン後の船内学習⑦

サービス・エリア

客 室



デッキプランの勉強

・
始
め
て
乗
船
し
た
船
は
早
い
う
ち
に
船
内
探
訪
が
必
要

・
船
内
で
迷
子
に
な
っ
た
時
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
付
近
に
あ
る

パ
ネ
ル
を
見
て
船
首
と
船
尾
に
自
分
の
部
屋
を
確
認
す
る
こ
と

Queen Elizabeth



テレビ

・ 部屋の備え付けテレビは、船内の情報を
提供するクルーザー専用チャンネルがある。

・ 航行中の現地時間、到着予定時刻、航路、
到着地の天候等を提供していると共に、現地
の景色をビデオで紹介している。

・ これから到着岸壁から出発するツアーの
目的地。例えば、世界遺産、市内風景等の動
画を見ることができる。

・ また、昨日撮影したツアーの様子や船内
行事を見せるので、知らない間に撮られた自
分の姿におどろくこともある。

・ 海外テレビ・チャンネルを選ぶと、航行地
域によるが、ＢＢＣ，ＮＢＣ等の米英の海外向
けチャンネルが見られる。
・残念ながら、日本語の放送はない。

日本新聞社発行タブレット版

・ 共同通信社のタブレットサイズの日本語新聞が
前述した船内新聞（日本語版）に折込んである。
・ 内容は日本より1~2日遅れているが、海外に居
ても知ることができる貴重な国内情報である。

・ また、テレビで見る英米情報と異なる解説や評
論があるのが面白い。

インターネット情報

・ インターネットへの接続には別室を設けている
船が多い。

・ ほとんどの船は接続が有料である。メール送
受信にも支払いが必要。

持参した携帯通信機

・ 外洋では日本との連絡に使えない経験がある。

船内で知る陸上の情報

室内テレビ
インターネット・センター



船内新聞の活用

・ 英字新聞を要約した日本語
新聞が毎晩配布される
・ 翌日の行動のために読むこと

明日はどの様に
ツアーに参加するか

天気予報を知る

ツアー出発の集合場所と時間

船の寄港地
到着時間
出発時間

夕食時
服装

その他船内の催しが記載されている

船内情報の入手

船内日本語新聞



避難訓練への参加

１．避難訓練は全乗客に義務つけられている
２．航海1日目の夕刻前にすることが多い
３．客室のロッカーに供えられたライフジャ

ケットを持参して（身に着けてはいけな
い）、指定された集合場所に階段を使っ
て（エレベーターは使用禁止）全員が集
合

４．使用する階段と集合場所は、客室ドア
の裏側に貼ってある配置図で確認して
置くこと

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

避難訓練での説明

１．階段や集合場所にはスタッフがおり乗客
を誘導するが混雑する

２．集合場所では、スタッフが着方の見本
を示す それに合わせてライフジャケット
を各人が試着する

３．すべてが英語で説明されるが、日本から
のパックツアー参加者に別途事前に日本
語で説明の機会がある

避難訓練の風景

階段を使って避難訓練

避難訓練

入口扉の裏側に
ある避難説明板



１．客船に備えてあるテンダーボート
(Tender boat)は自走式の双胴船が多い

２．1隻で定員が100人程度 200人の大
型船もある

３．海難事故の時に救命艇となる
４．普段は、大型客船が接岸できない港湾

に入港して、観光地に行く乗客を上陸
させるはしけ(Barge)として使う。

４．テンダー内にも救命道具は供えられて
いるので、観光のためライフジャッケト
を本船から持ち出すことはない

５．湾内であってもかなり揺れる 船酔い
に弱い人は、波の高い日にはテンダー
を使う観光はやめた方が良い

テンダーボート
本船から海面に下ろす情景

テンダー・ボートの役割



船内利用施設

エクスカーション
申込みカウンター

記念写真販売コーナー

⑮

ランドリー・ルーム

・ ドライクリーニング以外は各階に設置されている洗濯機と乾燥機を
使用して自分で洗濯できる
・ 使用洗剤の購入とコインランドリー運転のためＵＳドル・コインを中央
事務所で両替へする必要がある（船によっては全て無料のところも）

レセプション中央事務所

・ 船内生活で問題が生じた時に折衝をする場所でPurser’s Office と言う
・ パスポートの管理、船内で支払ってチャージした金額の把握等が業務
・ 近くに日本人スタッフ専用デスクがある船もあるので、利用すると良い

エクスカーション申込みカウンター

・ 船内でエクスカーションを申し込む時の窓口でTour Officeと言う

記念写真販売コーナー

・ クルーザー所属のカメラマンによる写真の販売を扱う

デューティーフリーショップ

・ 酒類や化粧品の免税品が置かれているが、下船する時に品物は渡す

専用施設コーナー

・ 図書室（日本図書あり）・ インターネット・ スポーツ機材・ ダンスフロア
・ ゲームコーナー（麻雀、カード、数読、ジグソー・パズル、西洋将棋など）

営業時間が決まっている
ことに注意

⑧

ランドリー・ルーム
医療センター

・ 医師、看護師が24時間常駐しているが費用は自己負担



朝食と昼食⑨

カフェテリア形式レストラン

・ 24時間営業してるが、乗客は朝食と昼食に利用することが多い
・ 入口にはアルコール消毒液スプレイが置かれているので、両手を消

毒してからトレイとフォーク・ナイフのセットを各人が取る
・ 置かれている皿やボールを取って、料理が並んでいるカウンターで

好きな物を自分で取る
・ 船によっては客が指さすとスタッフが代わりに取ってトレイに置いて

くれる これは、船内の衛生管理のためである
・ もちろん、すべて無料

ダイニング・テーブル

・ 自由席であるから、好きな場所に座れるが、たまたま隣に
座った人と会話を交わす機会を作れる

・ 食べ終わったトレイはウエイターが様子を見て片付けるので、
客は食事後はそのまま立ち去ることができる

飲み物カウンタ－と特別注文コーナー

・ 飲み物はまとめて別のカウンターに置かれている
・ コーヒーは自動コーヒー・マシンから、紅茶はティーパックを選んで、
・ 飲料水、氷もあるが、これらは船の海水淡水化装置で作っている
・ プールのある屋外の軒先にバーが設けられていてアルコール類を

販売している こちらは有料。
・ ピザパイ、スパゲティー、オムレツや寿司のコーナーを設けている

船もあり、何れも客が好みに合わせて料理をオーダーするが無料

カフェテリア・カウンター

屋外ドリンク・サービス

屋内ダイニング・テーブル



屋上での楽しみ

・ 屋上の設備として、プール、ジャクジー、日光浴用の椅子
が供えられている

・ 屋上で使うタオルは室内用とは別で、室内用は使えない
・ また、カフェテリア等の船内には海水着で入室は禁止
・ 船によってはミニ・ゴルフや子供用遊具を揃えている

屋内での楽しみ

・ 図書室、ゲーム・コーナーは昼間のみ開店
・ トランプカード、ジクソーパズルや麻雀のテーブルもある
・ 卓球、ミニゴルフ、室内スポーツ、フィットネス・クラブ等もある
・ 下船日近くになるとバーゲンセールが行われる 衣類、

装飾品、時計等が出品される

⑩ 船内昼間の過ごし方

大型チェス盤

室内スポーツ

卓上サッカー・ゲームバーゲン・セール日光浴



ドラが鳴って出港する時の屋上甲板

プールよりも日光浴

MSC Orchestra

海上の景色を楽しむ

屋上の甲板で楽しむ

一周600mのウォーキング・デッキ



エクスカーションへの参加

エクスカーションとは？

１．エクスカーション(Excursion)は日本語では
「遠足」であるが、バスツアーの意味である

２．申し込みには、船会社インターネット直接、
旅行代理店経由、チェックイン後に船内
カウンターで予約の3種類がある

３．旅行会社が企画したグループ旅行には
自前のツアー以外にオプショナル・ツアー
があり、その費用は旅行代金に加算

４．個人旅行の場合はインターネット申込み
又はカウンター申込みで自分で予約し、代
金はカードにチャージされ後日支払う

６．チケットはツアー毎に発行して、まとめて
客室に配られる

７．エクスカーションはバス会社責任で運営

エクスカーション・チケットの一例

エクスカーションへ出発

１．添乗員付き旅行会社企画ツアーの場合は
添乗員から前日に集合時間と場所が説明
される

２．旅行会社オプショナルと個人申込みの場
合いは、新聞に記載された集合場所へ時
間内に行く必要あり

３．集合場所でチケットを確認して行き先別に
胸に付けるステッカーが配られる

４．ステッカーには番号が付けてありその番
号順に出発する

５．番号と同じバスに乗車すること

ステッカー

バスへの乗車風景

⑪



健脚度 低

健脚度 中

健脚度 高

ショッピング

活動的ツアー

海浜ツアー

食事付き

休憩付き

ツアーの内容

日本語版ツアー・ガイド オリジナル・ツアー・ガイド（英語版）

エクスカーションの選択 「ツアーの内容」に示され
た健脚度程度等を見て
選択すること



アルベロベッロ

エフェソス

オリンピア

イスタンブール

１．バスを降りての行動でグループから
はぐれないこと

２．ステッカーの番号で所属するグルー
プを判別できるが、グループの数人の
顔を覚えて行動すると安心である

３．ガイドの説明を聞くか聞かないかは
勝手であるが、ガイドに邪魔はしない
こと

４．美術館や教会内の写真撮影禁止に
注意（フラッショ使わなければＯＫの
ところもある）

５．寺院教会での服装制限に注意（特に
イスラム寺院で女性は肌を見せない
服装と頭にスカーフを要求する国あり）

６．飲料水は、バス内でペットボトルを
配布するが、念のため船で販売する
１本を持参すると良い

７．トイレ休憩はガイドにより異なるので
出発直前に用事を済ませること

８．バスを途中下車して自由行動をする
時は、必ず出発時間と場所を確認する
こと

バスツアーの心得 個人の散策の心得

１．比較的小さな町の散策や特定の
場所（美術館等）に行きたい時は
船が用意するシャトルバスを利用
するのが良い

２．シャトルバスは岸壁から町の特定
場所まで有料で送迎する

３．注意することは、帰路のバスの
出発場所と最終時間を心にとめて
から散策を開始すること

４．かならず地図を持って行き自分の
位置を確認していること

５．場所によっては、治安がよくない
ので、スリや押し売りに注意する
こと

６．タクシーに乗ることもあると思うが
できれば料金の確認か交渉をして
から乗ること

７．特に現地通貨を持っていない時に
ＵＳドル支払いができるか確認

地中海・エーゲ海クルーズ

エクスカーション参加の注意



文化遺産をめぐる イベントの見学・参加 自然遺産をめぐる

お
土
産
屋
の
探
訪

美
術
館
の
散
策

エクスカーションの一例

ベニス

ニューヨーク

ストックホルム スコットランド

ヘルシンキ



夕食会への参加⑫

夕食時の服装

１．午後6時以降はドレスコード(Dress Code)が毎晩
決まっているが船によりその内容は異なる

２．ドレスコードに合わせた服装で夕食会に出席

フォーマル（F) セミ・フォーマル（SF)

エレガント・カジュアル（EC) カジュアル（C)

夕食会

１．夕食は2部制：6:00pm又は8:00pm開始
２．毎晩、指定席に着席すること
３．旅行社のグループツアーでは、指定の

テーブル内では自由席にすること多い
４．メニューは日本語のものあり
５．注文は各人で自由に
６．ミネラル水を含む飲物はすべて有料
７．その場合はＩＤカードを使って部屋に

チャージ
８．夕食を自室で食べたい場合は、部屋の

サービス係りに言って注文
９．ドレス・コードの夕食を避けたい場合は

カフェテリアで夕食を楽しむこともできる

ドレス・コードの目安
・ フォーマル：男性＝タキシードと蝶ネクタイ

女性＝イブニングドレス
・ セミフォーマル：男性＝ダーク・スーツとネクタイ

女性＝カクテル・ドレス
・ エレガント・カジュアル：長袖シャツ、長パンツ着用

ジャケット不要
・ カジュアル：半袖シャツOK ショートパンツは不可

スニーカーも不可

クルーザーの種類と会社によって詳細が異なるので、
乗船前に調べておく必要あり

舟会社 F SF EC C

C社 ◎ ◎ × ×

P社 ◎ ○ ◎ ×

M社 ○ ◎ ○ ◎



ドレス・コードの一例
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夕食後の楽しみ

シアターで
音楽

ミュージカル鑑賞

船長招待パーティー

・ 船長が乗船客への正式の挨拶の
場であり、比較的早い時期に開催

・ 船を管理するオフィサーの紹介が
ある

・ また、乗船客の国別人数を紹介
することあり

クラッシック音楽の演奏

・ 中央グランド・ロビーのコーナー
で夕方クラッシクを演奏する

・ 昼間ティータイムに演奏を聴くの
も良い

ダンスパーティー

乗船歓迎パーティー

・ 船によっては乗船歓迎パーティー
を開く

・ 日本酒の鏡開きやシャンパン・
フォール等で盛り上げる

・ 生のバンドで踊れるのが魅力
・ また、昼間にダンスレッスンが

開かれるので、参加してみる
のも一計

シアターのプログラム

・ シアターはディナーに合わせて
2部制：1回目8:30 2回目10:30

・ 普通は自由席
・ 司会が5か国語を操るので見る

価値あり

カジノ

・ カジノはIDカードを使えない

船長招待パーティー

⑬



・ ギャンブルで頭の体操を楽しみ金を使うか？
・ ダンスで体を鍛えて老人の恋をするのか？
・ シアターでミュージカルを見ながら居眠りをするのか？

クィーンエリザベス号での夜の遊び

ギャンブル

ダンス
シアター



⑭ チェックアウトの方法

下船の準備

・ 下船する一両日前にキャビン入口横の新聞
受けにレセプションから下船についての要領書
が入る。

・ それとともに、船内で物品を購入してチャー
ジした金額が書かれているリストも入っている。

・ その金額に間違いがなく、また、その支払い
をチェックインの時に見せたクレジットカードで
支払うのであれば、そのまま何もしなくて良い。

・ もしも、チャージした金額が違っていたら、レ
セプション・デスクにチャージした時にサインを
したレシートを持って行って交渉しなくてはなら
ない。

・ また、米ドルの現金かトラベラーチェックで支
払いを済ませたい場合もレセプション・デスクに
行く必要がある。

下船後の移動

・ パックツアーで乗船している場合は、旅行
会社から派遣されている添乗員の指示によ
れば良い。

・ その場合は、下船場所での半日程度の
観光を考えてバスを用意してある

・ 個人旅行を組んだ場合は、下船後の交通
機関、宿泊等については個人でセットしなく
てはならない。

・ 殆どのクルーザーは、空港までシャトル・
バスを出すので、事前に聞いて予約すると
良い。
・ また、タクシーを頼む
としても、空港までの料金
を払える現地通貨の準備
を下船前にすることが
必要である。

空港行シャトルバス



荷物は荷造りして廊下に

・ 下船前日の夜の決められた時間内にスーツケー
スを廊下に出さなくてはならない。

・ スーツケースにはチェックインした時と同じように
レセプション・デスクが配布する荷物用タグを付ける
必要がある。

・タグは下船の要領書と一緒に送られて来ているの
でキャビン番号、名前等の必要事項を記入してスー
ツケースに付ける。

・ 夜中にポーターがスーツケースを階下に運び、船
が到着後にターミナルに運んでタグ番号で区分され
た場所に置いてくれる。

・ 下船客は荷物置き場で自分の荷物を確認して引
き取る。

退出時間と下船時間

・ 次の乗客が午後に乗船してくるので、それまでに客
室係りがキャビンの掃除等をするので、午前８時半に
は退出してほしいと言われることが多い。

・ 混雑を避けるため下船時間が決められていて、遅
いときは待機場所を別に指定してくる。

チェックアウトの作業

下船と入国

・ 下船の時に船内で使用したＩＤカードは持
ち出すことができるが、船によっては情報漏
洩防止ために没収されることもある。

・ 続いて到着地への入国の書類準備が必
要である。下船前にその準備をして置くこと。

シンガポールの入国ゲート

マイアミで下船する人達



参考にした各社の資料・写真





月例講演 クルーザーで楽しむ海外旅行-メモ 講師：奈良好啓氏（S31 機械）

・海外旅行でのさまざま心配事項（言葉がだめ、体力心配（車椅子他含め）、時間（スケジュール）管理の気苦労、
ツアーガイド探し など…）を、包括して解決し 快適旅行を過ごす手段として、客船クルーズ旅行を選び、
楽しむことが可能です。

・近年、海外クルーズ会社が日本（発・着）をペースにしたさまざまプランを準備。
その内容・価格と も幅広く、クルーズの計画（参加・利用）することが容易になっている。
（但し日本国内の各船会社プランには、それなり特長が多い一方で、高価格は否めない）

・旅行会社（旅案内申込み先・調査先として）は数種類に区分できるが、その業務背景・特性を理解して調査・交渉を進めてください。

（やはりクルーズ専門会社・船会社の直接代理店の利用が有益性高い）

・多くの船会社・船籍国があるが、基本クラスわけとして

客船の選択・予約から、船内生活と上陸観光までのすべて＝客船クルーズ歴10回（９年間）の実績・経験をもとに、その楽しみ
方・ノウハウを具体的に解説・伝授された。 そのポイントを整理したもの、当日の解説資料に添付して補足したもの。

・多くの船会社・船籍国があるが、基本クラスわけとして

『カジュアルクルーズ』『プレミアムクルーズ』『ラグジュアリークルーズ』の３タイプになる。
これに船の大きさ(トン数)、キャビン（実はあまり変わらない）と船内生活サービス、エクスカーション（バスツアー等）などを

調べて選択すると良い。（船室＝最近はシャワーのみで風呂ナシ。ほぼシティホテルに近い、但しベッド方向（船揺れ対）選択は大切）

・船内生活には多くの楽しみ（方）があるが、井戸端会議（ランドリー室にて）から各種のお楽しみ情報を多く仕入れることは、
万国共通－クルーズ船のならわし。習い倣い慣れるべし。

・船内は多層階、似た構造、方向感覚ナシゆえ、自分の船室番号と位置を船内エレベーター横の案内図で確認しかつ忘れないように
すること。

・船内レストランで夕食会のドレスコード等、わかりにくいことあり。クルーズ種・船会社により千差万別である。事前（乗船前）に問合せ
調べるほか、カフェテリア利用などさまざま対応策がある。その他の船内プログラムも同様（その意味でも船内井戸端情報が大切）

・（国内船でも）基本的に海外旅行であり、乗船時にパスポート・IDカード（船内で発行・使用）・支払い通貨（下船時必要、基本はUSD、
クレジットカード可）、持込（別送）荷物扱い方などを準備、知っておくこと。


